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高分子ミセル化ハロフジノン抗がん剤
ハロフジノンを高分子ミセル化する事で毒性を軽減

転写因子NRF2の活性化は、DNA変異やがん細胞特有の代謝物など
様々な要因によって起こり、肺がん、食道がん、頭頸部がんなどで特に多く
みられる。がん細胞でのNRF2活性化は、薬物代謝およびエネルギー代謝
を変化させることで、治療抵抗性の獲得や増殖促進にはたらく。そのため、
NRF2活性化を伴うがん患者の予後は、悪いことが知られている。

発明者らは東北大学薬学部が所有する化合物ライブラリの中から、
NRF2の合成を阻害する薬剤ハロフジノン（HF）を同定した。HFはがん
細胞内のNRF2の蓄積を抑制することによって、がん細胞の増殖を抑制す
る。しかしその一方で、高濃度のHF投与は骨髄抑制を引き起こし、毒性
が高いという問題点がある。

本発明は、HFを高分子ミセル化することで、がん細胞でのNRF2の蓄
積を抑制するとともに、毒性を軽減させることに関する。

概要

 抗がん剤（NRF2活性化がん、特に、肺がん、食道がん等） [1] Free Radical Biology and Medicine 187 (2022) 92–104
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ミセル1分子につき、HFが14.4分子含まれている

Saline: 生理食塩水

HF: ハロフジノン単体

HFm: ミセル化ハロフジノン
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